透明化検討チーム（第1回～第６回）記録詳細表の改正版

（作成：事務局・小竹）
（註）☆　文字の部分は、「行政透明化チーム」ホームページの表示です。
☆　「資料7-3外務省追加意見」の7は資料ナンバー、3は枚数です。
　　　☆　黒文字の部分は、文字の部分のうち、必要と思われる箇所を抜粋しました。

　☆　赤文字は、例として日韓会談文書が引用された箇所です。

	　　　　　　　行政透明化検討チーム

　　　　　　　　　　　第1回　平成22年4月20日（火）

	資料1-1
	議事次第　

	資料2-1
	出席予定者名簿

	資料3-1
	行政透明化検討チームについて　趣旨・概要

	資料4-1
	運営要領案　議事の進行、会議内容の取扱い（傍聴により公開、公表等）

	資料5-4
	請求者の立場から見た情報公開法の状況　クリアリングハウス理事・三木

	資料6-1
	行政の透明化に向けて　内閣府担当大臣（行政刷新）　枝野　幸男

	資料7-1-1
	情報公開制度の改正の方向性の概要　「国民の知る権利」の保障

	資料7-2-5
	情報公開制度の改正の方向性について目的、開示・不開示の範囲等、
開示請求から実施までの手続き、審査会への諮問等、情報公開訴訟、適用

対象の範囲等、行政機関の保有する情報の公開に関する法律等の所管、
情報公開条例の扱い（行政機関情報公開法（新設）

	議事録1-25
	議事録

	　　　　　　　行政透明化検討チーム

　　　　　　　　　　　第2回　平成22年5月19日（水）

	資料1
	議事次第

	資料2
	出席予定者名簿

	資料3-1-18
	情報公開制度の運用状況について　総務省行政管理局

	資料3-2-112
	総務省参考資料　

1,総務大臣の調査権限等の規程について 

2.情報公開法に係る主な答申等について 22年3月　

3.情報公開法に係る権限又は事務の委任の情況　22年5月

 4.対象法人の指定法人、出資法人等への拡大について

　5.歴史的資料等保有機関・施設として政令で定める施設及び総務大臣

が指定した機関・施設　22年4月1日

　6.開示請求件数、不服申立て件数等の経年推移（行政機関）

7. 開示請求件数、不服申立て件数等の経年推移（独立行人等）

8.開示決定等件数の行政機関別内訳　20年度

9.不開示情報の行政機関別内訳　20年度　

10.在否応答拒否の行政機関別内訳　20年度　

11.各行政機関における公務員の氏名の取扱いについて

（平成17年8月3日情報公開に関する連絡会議申合せ）

12.懇親会等行政運営上の会合における発言者の氏名について

平成17年8月3日情報公開に関する連絡会議資料）

13.行政機関の保有する情報の公開に関する法律及び独立行政法人等の保有する情報の公開に関する法律の趣旨の徹底等について（平成17年4月28日総務省行政管理局長通知）

14.不服申立て事案の事務処理の迅速化について（平成17年8月3日情報公開に関する連絡会議申合せ）

15.情報公開訴訟に係る判決の概要（平成20年度、第一審及び控訴審）

16.情報公開法の制度運営に関する検討会報告（平成17年3月29日）



	資料4-33
	資料提出要望事項への回答　

平成22年5月19日情報公開・個人情報保護審査会事務局

1.答申の内容関連

2.審査手続関連

3.審査会・事務局関連

4.その他



	資料5-1-14
	参集者からの意見の概要

	資料5-2
	「情報公開制度の改正の方向性について」に対する参集者の意見
中島昭夫　　1～35

藤原静雄　　36～53

松村雅生　　54～57

三木由紀子　58



	資料6-1-7
	各府省からの意見の概要　行政刷新会議事務局職員の声担当室

	資料6-2-30
	「情報公開制度の改正の方向性について」に対する各省庁の意見
○宮内庁１　○警察庁2～3　○消費者庁4～5　○総務省6～8

○法務省9～14　○公安調査庁15　○外務省16～18　○国税庁19～21

○文部科学省22～23　○農林水産省24　○経済産業省25～26

○国土交通省27　○環境省28　○防衛省29　○会計検査院30



	資料7-12
	いわゆるプライバシー型の個人情報不開示規定を採用している条例等について　　　　　　　　　　　行政刷新会議事務局職員の声担当室


	当日提供
資料1 ～7 


	行政透明化検討チーム第２回会議発言予定メモ　　　　　三宅　弘

第１　目的の改正

１ 知る権利の保障」の明示と「説明責務」の存置

2　これをふまえて、不開示情報（5条）、部分開示（6条）及び

公益上の裁量的開示（7条）の解釈が適当になされる旨の条文上

　の工夫ができるか。

第2　開示・不開示の範囲等に関する改正

　1　個人に関する情報

　2　法人等に関する情報

　3　国の安全、公共の安全等に関する情報（日韓条約交渉記録の例）
　４　審議・検討等に関する情報

　5　部分開示
第3　開示請求から実施までの手続の関する改正

　1　不開示決定の通知内容

　2　内閣総理大臣への報告と内閣総理大臣による措置要求

　3　開示決定等の期限

　4　開示決定等の期限の特例

　5　みなし規定

　6　手数料

第4　審査会への諮問等に関する改正

　1　諮問に関する期間

　2　裁決期間の是非

第5　情報公開訴訟に関する改正

　1　全国8ヵ所の高等裁判所の所在地にある地方裁判所に提起できる

　2　裁判手続上のヴォ-ン・インデックスの規定を設けるべき

　3　憲法82条論の制約という点は、手続的に工夫すれば理論上問題ないものと考えるので、行政事件訴訟法の改正を待たずに、まずは

　　　インカメラ審理の規程を情報公開法に設けるべきである。

第6　適用対象の範囲等に関する改正

　1　国会関係

　2　裁判所関係

　3　政府周辺等関係法人

第7　情報公開法の所管

　1　内閣府の所管とするなら、プライバシー・個人情報保護とを統一

的に所管することが望ましい。

第8　情報公開条例の扱い

　1　ヴォ-ン・インデックスとインカメラ審理手続については、司法手続について条例では規定することができないから、情報公開報の改正によって、26条2項として実現すべきである。

	議事録1～30
	議事録

	　　　　　　　行政透明化検討チーム

　　　　　　　　　　　第3回平成22年5月26日（水）

	資料1
	議事次第

	資料２
	出席予定者名簿

	資料3-1
	「情報公開制度の改正の方向性」に関する意見募集（H22.4.21～5.14）結果概要１　平成22年5月26日　行政刷新会議事務局職員の声担当室

1.　回答者属性情報　「国民の声」「職員の声」

2.　国民・職員の傾向差（改正の必要性、開示対象関連）

3.　国民・職員の傾向差（開示手続、事後救済制度関連）


	資料3-2-5
	「情報公開制度の改正の方向性」に関する意見募集結果概要２
1.　「国民の知る権利」を保障するための情報公開制度の改正に関する

　　理由

2　現行の情報公開制度全般についての意見

3　開示対象の拡大・明確化についての意見

4　開示手続きの迅速化・強化についての意見

5　事後救済制度の強化についての意見



	資料3-3-34
	情報公開制度の改正の方向性に関する「国民の声」「職員の声
1.　国民の知る権利を保障するための情報公開制度の改正の必要性に関する理由

＜改正が必要だと思う理由＞

その1　現在の情報公開制度の問題点を指摘する声

　　その2　国民が権利を行使し、行政のチェック機能を果たす必要があるとの声

その3　現状の不透明性を指摘する声

　　　　　税金の使い方を公開すべきとの声

その4　その他

＜改正が不必要だと思う理由＞

2　現行の情報公開制度全般についての意見（その1）

　　　文書の保存・管理に関する声（その1）

2　現行の情報公開制度全般についての意見（その2）

　　　文書の保存・管理に関する声（その2）

2　現行の情報公開制度全般についての意見（その3）

　　　制度の煩雑さ等を指摘する声

　　　行政庁の裁量を問題視する声

2　現行の情報公開制度全般についての意見（その4）

　　　その他の声（その1）

2　現行の情報公開制度全般についての意見（その5）

　　　その他の声（その2）

2　現行の情報公開制度全般についての意見（その6）

　　　その他の声（その3）

3　開示対象の拡大・明確化についての意見（その１）

　(1)個人に関する情報

　(2)法人等に関する情報

　(3)国の安全、公共の安全等に関する情報

　(4)審議・検討等に関する情報

　(5)部分開示

　(6) 開示対象の拡大・明確化全般、その他（その1）

3　開示対象の拡大・明確化についての意見（その3）

　(6) 開示対象の拡大・明確化全般、その他（その2）

　　＜全般、その他＞

　　＜改正に反対＞

４　開示手続きの迅速化・強化についての意見（その1）

　　　手数料に関する声

　　　開示決定等の期限に関する声

４　開示手続きの迅速化・強化についての意見（その2）

　　　迅速化・強化全般、その他

5　事後救済制度の強化についての意見

　　　審査会への諮問に関する声

　　　裁判所の関与に関する声

　　　裁判管轄に関する声

　　　ヴォ-ン・インデックスとインカメラ審理に関する声

　　　事後救済制度全般、その他

6　その他情報公開制度の改正全般についての意見（その1）

　　　適用対象の範囲に関する声

　　　開示決定を受ける前に情報を公開すべきとの声

6　その他情報公開制度の改正全般についての意見（その2）　

文書の保存・管理に関する声
6　その他情報公開制度の改正全般についての意見（その3）

6　その他情報公開制度の改正全般についての意見（その4）

　　　その他の声（その2）

　情報公開制度の改正の方向性に関する「職員の声」
1.　国民の知る権利を保障するための情報公開制度の改正の必要性に関する理由

＜改正が必要だと思う理由＞

　現状の情報公開制度では不十分といった声

　制度改正にあたって具体的措置を求める声

　制度改正は必要だが一定の条件整備が必要とする声

＜改正は不要だと思う理由＞

　「知る権利」という論点に疑問を呈する声

　制度改正による悪影響等を指摘する声

　現状の体制では改正後対応できないとの声

2　現行の情報公開制度全般についての意見（その1）

　　　事務負担が大きいとの声

　　　文書の保存・管理に関する声

2　現行の情報公開制度全般についての意見（その2）

　　　濫用的な開示請求等を指摘する声

　　　開示の対象に関する声　（3→「開示対象の拡大・明確化についての意見」参照）

2　現行の情報公開制度全般についての意見（その3）

　　　開示手続に関する声

　　　その他

3　開示対象の拡大・明確化についての意見（その１）

　　　(1)個人に関する情報

　　　(2)法人等に関する情報

　　　(3)国の安全、公共の安全等に関する情報

　　　(4)審議・検討等に関する情報

　　　(5)部分開示

　　　(6) 開示対象の拡大・明確化全般、その他

４　開示手続きの迅速化・強化についての意見（その1）

　　　開示決定等の期限に関する声

　　　開示決定等の期限の特例に関する声

４　開示手続きの迅速化・強化についての意見（その2）

　　　手数料に関する声

　　　迅速化・強化全般、その他

5　事後救済制度の強化についての意見

　　　審査会への諮問に関する声

　　　裁判所の関与に関する声

　　　裁判管轄に関する声

　　　ヴォ-ン・インデックスとインカメラ審理に関する声

　　　事後救済制度全般、その他

6　その他情報公開制度の改正全般についての意見（その1）

　　　開示請求を受ける前に情報を公開すべきとの声

現制度のもとで対応体制を充実すべきとの声

文書の保存・管理に関する声

6　その他情報公開制度の改正全般についての意見（その2）　

　　　開示対象となる文書の範囲に関する声

　　　その他の声

	資料4-5
	政府周辺法人、国会・裁判所の情報公開の現状
平成22年5月26日　行政刷新会議事務局職員の声担当室

　独立行政法人等情報公開法　対象法人

　情報提供規定（独法等）

　指定法人等の情報公開の考え方

　国会・裁判所について

	資料5-1-22
	参集者からの意見の概要（改訂版）　

平成22年5月26日　行政刷新会議事務局職員の声担当室

大臣案に対して参集者の意見

	資料5-2-10
	「情報公開制度の改正の方向性について」に対する参集者の意見（追加分　　

渋谷秀樹「『情報公開制度の関する方向性』に対する意見

　今次の情報公開法制度の改正について、憲法の観点から特に問題になるのは「知る権利」の明文化といわゆる「インカメラ審理」の導入である。以下、これらの問題について簡単にコメントすることにしたい。橋本博之「第3回行政透明化検討チーム　意見」

	資料6-1-8
	各府省からの意見の概要（改訂版）　平成22年5月26日　
行政刷新会議事務局職員の声担当室
大臣案に対して関連する各府省意見

	資料6-2-1
	情報公開法改正へ向けた枝野大臣素案に対する外務省意見　　　　　　　　　　　　　　　　　平成22年5月25日　　外務省

1　外務省の基本的姿勢

2　総論的留意点

3　不開示情報該当性判断の際の行政機関の長の判断を優先する規程の

　　見直し

4　インカメラ審理の導入

5　情報公開関連手数料の減額・減免

6　開示決定までの期限の短縮

	資料6-2-2
	外国制度における国の安全等に関する情報の取扱い

	資料6-2-3
	「外交記録公開に関する規則」骨子

	資料7-8

	情報公開法の運用に関するアンケート集計結課

平成22年5月26日　職員の声担当室

	資料8-5

	「諮問庁の判断は妥当でない」とした審査会答申（平成20 年度）
情報公開・個人情報保護審査会事務局

1　各省庁・独立行政法人等別内訳

2　該当する答申の具体例



	資料9-5
	主要論点について　　　　　　行政刷新会議事務局職員の声担当室

第2　開示・不開示の範囲関係
第3　開示請求から実施までの手続関係

第4　審査会への諮問等関係

第5　情報公開訴訟関係

第6　適用対象の範囲等関係

	議事録1-38
	議事録

	行政透明化検討チーム

　　　　　　　　　　　第４回　平成22年6月23日（水）

	資料1-1
	議事次第

	資料2-1
	出席予定者名簿

	資料3-30
	「情報公開制度の改正の方向性について」に関する論点整理　　　　　　　　　　　行政透明化検討チーム　座長代理　三宅　弘
行政透明化検討チームは、行政の透明性のあり方を検討し、国の情報公開制度に関して抜本的見直しを図るため、４月２０日以降３回の会合で議論を行った。先般の新内閣発足に伴う菅直人内閣総理大臣の所信表明演説において「情報公開法の改正を検討する」と述べられていることは、行政の透明化の重要性を示すものとして特筆すべきことである。
本検討チームでは、座長である内閣府特命担当大臣（行政刷新）より
示された「情報公開制度の改正の方向性について」の方向性をさらに明らかにすべく、各参集者からの意見のほか、パブリック・コメントにより「国民の声」・「職員の声」を聴取、各府省庁の情報公開担当者の意見も議論の参考とした。
以下は、これらの意見等をもとに、座長代理の責任において、本検討チームの議論の概要をまとめ、それぞれの意見を整理して掲げたものである。（以下、行政機関の保有する情報を「情報公開法・国民の知る権利」と「公文書管理法・国民の共有する財産」との関連において述べられている。

	資料4-3
	「情報公開制度の改正の方向性」に関する意見～その2～　　　　　　　　　　　　　　　　　筑波大学法科大学院　藤原静雄

これまでの検討会での議論を前提に、以下、意見1として提案したところを補足するとともに、若干の新たな提案も行いたい。

	資料5-6
	委員からの御質問に対する回答　平成22年6月23日　
情報公開・個人情報保護審査会事務局

	資料6-1
	外務省の受けた開示請求について，その主管が特定課室に集中した例
平成22年6月23日　外務省大臣官房総務課情報公開室

	資料7-1
	行政透明化検討チームＷＧ 運営要領（案）

	当日提供資料1-1
	『「情報公開制度の改正の方向性について」に関する論点整理』についての意見１　　　　　　　　　　　　　　日本大学　松村雅生

	当日提供資料2-4


	『「情報公開制度の改正の方向性について」に関する論点整理』についての意見２特定非営利活動法人情報公開クリアリングハウス三木由紀子


	議事録1～29
	議事録

	ワーキンググループ

　　　　　　　　　　　平成22年7月9日（金）

	資料1-1
	議事次第

	資料2-1
	出席予定者名

	資料3-1
	行政透明化検討チームＷＧヒアリング説明者
○警察庁　○外務省　○防衛省　○法務省　○最高裁判所

○内閣府情報公開・個人情報保護審査会事務局

	資料4-3
	情報公開法改正案の問題点(警察庁

	資料5-1-6
	情報公開法改正へ向けた大臣素案に対する外務省意見

	資料5-2-6
	外国制度における国の安全等に関する情報の取扱い

	資料6-8
	「情報公開制度の改革の方向性について」に対する意見(防衛省

	資料7-20
	情報公開訴訟に関する改正事項について(法務省
管轄裁判所の拡大について（素案第5の1関係）

従前の法改正の経緯

行訴法第12条4項の趣旨

考慮すべき事項

ヴォ-ン・インデックスの導入について（素案第5の2関係）

ヴォ-ン・インデックス（以下「インデックス」の意義

審査会におけるインデックスの利用状況

情報公開訴訟における実務等

考慮すべき事項

インカメラ審理手続の導入について（素案第5の3関係）

　　民訴法上のインカメラ審理手続

　　文書提出命令のインカメラ審理の特徴

　　情報公開訴訟のインカメラ審理の特徴

考慮すべき事項



	資料8-9
	行政透明化検討チームＷＧのヒアリング事項に対する回答(内閣府情報公開・個人情報保護審査会事務局)

	議事録1～44
	議事録

	　　　　　　　行政透明化検討チーム

　　　　　　　　　　　第5回　平成22年7月22日（木）

	資料1-1
	議事次第

	資料2-1
	出席予定者名簿

	資料3-1-4
	行政透明化検討チームWG 議事要旨

	資料3-44
	行政透明化検討チームWG府省庁説明資料

	資料4-1-34
	「情報公開制度の改正の方向性について」に関する論点整理（補訂版）　　　　　　　　　　　　行政透明化検討チーム　座長代理　三宅　弘

	資料4-2-1
	大量請求・商業的請求の場合の想定フロー

	資料5-7
	「「情報公開制度の改正の方向性について」に関する論点整理」に対する補足意見　2010年7月15日

特定非営利活動法人情報公開クリアリングハウス　三木由紀子

　すでに「情報公開制度の改正の方向性について」に関する論点整理」（以下、「論点整理」に対して意見を書面で提出したところですが、最終的な論点整理の取りまとめにあたり、これまで述べた意見を補足する意見を書面で提出します。

	資料6-7
	「論点整理」に関する意見　2010年7月22日慶応義塾大学　橋本博之

　これまでの当検討チームでの議論およびＷＧでのヒアリングを受け、幾つかの論点に関する私の見解（これまで充分な意見表明ができなかったもの）を、以下に記します。

	資料7-3
	外務省追加意見

	資料8
	法人等に関する情報（第５条２号ロ）の条項削除について　経済産業省

	当日提供
資料　2
	委員メモ　委員・中島昭夫のメモ

■　外務省の追加意見について

■　外交文書の「30年自動公開」の原則と情報公開について

■　情報公開・個人情報保護審査会の審査のあり方について


	議事録１～29
	議事録

	　　　　　　　行政透明化検討チーム

　　　　　　　　　　　第6回　平成22年8月24日（木）

	資料1-１
	議事次第

	資料2-1
	出席予定者名簿

	資料3-36
	「情報公開制度の改正の方向性について」に関する論点整理（三訂版
行政透明化検討チーム　座長代理　三宅　弘

	資料4-1-15
	行政透明化検討チームとりまとめ（案）

	資料4-2-7
	行政透明化検討チームとりまとめ（案）の概要

	資料5-1
	「行政透明化検討チームとりまとめ（案）」に対する意見
日本大学　松村雅生

	資料6-7
	平成22年7月30日付警察庁の「論点整理に関する補足意見」について委員　三宅　弘

	資料7-2

	論点整理に関する補足意見（警察庁）

	当日提供資料1～10　
	委員メモ　　委員　中島昭夫のメモ
論じ尽くしたか、気がかりなこと

	議事録
	後日掲載します。


PAGE  
1

